
ヤマトグループのサステナブル経営

目標

１．EV20,000台の導入

２．太陽光発電設備810件の導入

３．2030年までにドライアイスの使用量ゼロの運用を構築

４．再生可能エネルギー由来電力の使用率を全体の70％まで向上

主要施策

 2050年温室効果ガス自社排出量実質ゼロ

 2030年温室効果ガス自社排出量48%削減（対2020年度）

環境ビジョン 「つなぐ、未来を届ける、グリーン物流」



福島県での具体的な取り組み

集配用車両のEV導入を推進

（福島県では今期22台導入予定）

子どもたちの環境教育をサポートするため、
福島県内の小学生向けに
「クロネコヤマト環境教室」を開催

■EVの導入 ■太陽光発電設備の導入

ヤマト運輸の拠点に太陽光発電設備を導入

（福島県では今期4カ所導入予定）

■「クロネコヤマト環境教室」の開催 ■オープン型宅配便ロッカーの利用

好きな時に一度で受け取れることで利便性向上に
つなげるとともに、再配達削減にもつながる


